
⚫ 換金作物の少ない６月上旬に出荷できるハクサイの品種を選定しました
また、効果的なべたがけ被覆期間を明らかにしました

⚫ 開発農地でのアブラナ科の連作を回避するため、ニンジン、レタスの新しい作型を開発し
ました

主な成果

⚫ 連作障害のリスクを軽減し、産地の持続性を高める

⚫ 担い手の年間収入を平準化し、経営、生活の安定に寄与

期待される
波及効果

成果の内容

普及課題名：開発農地における新規作物の導入

加工用野菜の新しい品目、作型及び品種

農林センター 問い合わせ先：丹 後農業研究所 0772-65-2401

初夏どりハクサイの栽培技術の確立

①ニンジン ②レタス

夏まき秋どり作型
（10月下旬～１１月上旬収穫）

➢品 種 「ゴジラ」
➢定植期 ９月上旬
➢施 肥 中肋部突出の回避のため

12kgN/10a 程度

11月

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬

生育ステージ 活着期 外葉展開期 結球開始期 結球期

播種 定植

＜参考文献＞

・タキイ種苗「レタス栽培マニュアル」

・農業技術体系　野菜編　第6巻

・ISEKI「よく分かる育苗の手引き」

収穫期

作業

夏まき秋どり作型栽培（加工用）マニュアル

時期
8月 9月 10月

セルトレイ育苗 防除 収穫

栽 培 体 系

品 種：「ゴジラ」（ツルタのタネ）

栽植密度：6,600株/10a

（株間30㎝×条間30㎝×3条）

畝 幅：1.5ｍ（黒マルチ被覆）

目標収量：５t/10a

目標球重：600g～750g
※ただし、球緊度（球の締まり具合）は0.3～0.4が望ましい。

球緊度の目安：（計算式：長辺×短辺×高さ×0.524）

長辺 17～18㎝、短辺14～15㎝

高さ 13～14㎝

問 題と なる 病虫 害

・菌核病 ・ビッグベイン病 ・ハスモンヨトウ

・軟腐病 ・灰色かび病 ・アブラムシ類

・腐敗病 ・斑点細菌病 ・オオタバコガ

施 肥 体 系
（㎏/10a）

窒素 リン酸 カリウム

苦土石灰 150

BMようりん 30 6.0

FTE 6

エコロング413-70 87 12.2 8.1 11.3

合計 12.2 14.1 11.3

施肥量肥料名
成分量

生理障害（中肋部突

出）発生を減らすた

め、標準施肥量から

20%減としている。

※R4丹後農研試験結果より

収 穫 目 安

・結球部を上から手のひらで軽く押さえたときに弾力があり、

軽く掴むと球の硬さを感じる頃に収穫し始めると良い。

・収穫期前に収穫すると、球重が小さく目標球重に達しない。

収穫期が遅れると、割れが生じたり、球緊度が上がり過ぎる
（＝球が固くなりすぎる）ので適期に収穫する。

播種と定植
播種：８月中旬

◆レタス種子は25℃以上になると休眠し、発芽率が低下するため、温度管

理は十分に注意する。

◆播種前にたっぷりかん水、その後は徒長を防ぐため、出芽までかん水はし

ない。この時のかん水で保つ。

◆レタスは「光発芽種子」呼ばれ、発芽時に光を必要とするため、覆土はご

く薄く（種子が隠れる程度で）行う。

◆発芽後、かん水を行う。晴天時や曇天時は原則午前中にかん水を実施、雨
天時は基本的にかん水は不要。夕方には覆土が乾燥している状態が理想。

かん水をし過ぎると、苗が徒長するため、量や回数、実施時間には十分に

注意する。

定植：９月上旬
◇本葉2～3枚で定植。

◇下葉が枯れていたり、根が黄色味を帯びている老化苗は定植を避ける。

8/上播種、8/下定植では、抽台が発生

しやすく、球重も大きくなりにくい。

球緊度：0.41

（球重：796g）

＜3原則＞

①病原を持ち込まない。

②病原の密度を増やさない。

③発生環境を改善する。

特に、この作型は降雨によって軟

腐病や腐敗病等の細菌病が蔓延し

やすいので、発生株は速やかに除

去し、防除を徹底する。

球緊度：0.35

（球重：711g）

春まき初夏どり作型
(７月上旬収穫）

➢ 品 種 「翔彩」
➢ は種期 ３月下旬～４月上旬

9月まき1月どり作型
(１月上旬収穫）

➢ 品 種 「愛紅」
➢ は種期 ９月上旬播種

春まき初夏どり作型（６月上旬収穫）

➢品 種 「ゆめぶき５０６」
➢定植期 ３月下旬～４月上旬定植
➢保 温 ３月下旬定植では、

定植直後～４月下旬の間、
べたがけ被覆により保温

図３ 開発農地における主な既存の加工用野菜と開発した品目、作型

図２ 加工用レタス栽培
マニュアルを作成

定植期 被覆期間 球重
軟腐病
被害株率

抽だい率

ｇ ％ ％

３月下旬 被覆なし 2482 3.3 16.7
定植～４月中旬 2876 3.3 3.3

定植～４月下旬 2952 0 0
定植～５月上旬 3360 10.0 0

４月上旬 被覆なし 2828 16.7 0
定植～４月中旬 2897 21.7 0

定植～４月下旬 2882 26.7 0
定植～５月上旬 2883 35.0 0

表２ べたがけ被覆期間による球重、軟腐病被害、
抽だいへの影響(2022年）
品種：ゆめぶき５０６

図１ 作型ごとの収量の品種間差
上：春まき初夏どり 下：９月まき１月どり
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●：は種 ▲：定植 ：収穫

品目 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ハクサイ

ニンジン

レタス

キャベツ

大カブ

ダイコン

カンショ

連作障害回避作目の選定

表１ 品種比較結果

2021年

抽だい 中 抽だい 少、芯腐れ 少

芯腐れ 少 漬物加工適性 良

抽だい 少 抽だい 無、芯腐れ 中

芯腐れ 多 漬物加工適性 やや不良

抽だい 少 抽だい 少、芯腐れ 中、病害 多

芯腐れ 多 漬物加工適性 良

抽だい 多

芯腐れ 中

抽だい 多

芯腐れ 多

抽だい 中

芯腐れ 多

抽だい 多

芯腐れ 中

抽だい 中

芯腐れ 多

抽だい 中

芯腐れ 多

2020年

評　価　　　　
品　種

ゆめぶき506

黄楽70

春笑
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